
プレスリリース 

平成 20年 4月 30日 

農 林 中 央 金 庫 

 

当金庫の平成２０年３月期決算見通しについて 

 

  当金庫の決算は最終取りまとめ段階にあり，５月２７日に公表する予定でござい 

ますが，サブプライムローン問題をはじめ，世界的な金融市場の混乱が拡大している

状況の下，当金庫会員・投資家等の皆様の関心の高まりを踏まえ，平成２０年３月期

の決算見通し（単体）について，下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

 平成２０年３月期決算（単体）に関しましては，保有する有価証券につきまして，    

いわゆるサブプライム関連で約１，０００億円，金融市場混乱の影響により海外の証券

化商品と株式で約１，８００億円，合計約２，８００億円の減損・引当処理等が生じる

見込みです。 

 一方，米国における金利低下による資金収支の向上および債券売却益等により，上記 

処理を行なったうえで，昨年１１月２７日に公表いたしました経常利益（単体）目標で

ある３，５２０億円を達成できる見込みです。 

 

以 上 
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